
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































「大正 4年 11 月 9日購求・鹿兒島縣立圖書館」の
青色の受入印が捺されている。
 （丹羽謙治）
（参考）鹿児島県立図書館蔵写本の巻末部分
105
Ⅲ―
14　
　　
　
　
跋予よ
東とう
都ど
の客
かく
舎しや
にありて此巻〳〵を
圖すること其意もとづく所なきにあらす。そ
夫
ハ予が外
くわ
祖いそ
父ふ
粟あわ
野の
盛もり
友とも
翁おう
天てん
性せい
繪くわ
画いぐわ
のみちに敏
と
く、切
せつ
磋さ
の功
こう
を
からすして此
この
道ミち
を能
よく
し、人
しん
物ぶつ
、花
くわ
鳥てう
、
山さん
水すい
、寄
き
石せき
、見るにしたかひ是を圖するニ、
其真
しん
状じやう
を得すといふことなく、曾
かつ
て
東とう
都ど
に旅
りよ
客かく
たるの日
君くん
公こう
　
官くわ
家んか
の命
めい
をかうふり給ひて
淺草の積
こ
倉さう
非常 警
けい
衞ゑい
を司
つかさど
り
給ふ。是によつて火
くわ
防ほう
守しゆ
備び
隊たい
行こう
の
趣を摸
うつ
し、幼
よう
稚ち
の者にしらしめんと二巻
となす。予其巻を拝するに、先火事場方角遥
はるか
ニ火の手を顕し、次ニ立場御人数
操出しの圖をのせ、尤、籏、高挑灯等迄弁せんが為に、昼夜 一時ニ記し、或ハ鉤
こう
鉄てつ
を杖
つへつき
、前を追ふの歩
ほ
卒そつ
あり。或ハ矛
ほこ
を擔
にな
ひ、或ハ轡
くつわつら
を執
と
るの雑
さう
卒そつ
ニ至るまて、
行こう
伍ご
のさま悉
こと〳〵
く洩
もら
す事なふして飽
あく
ニ
期ご
なし。是、予幼
よう
稚ち
の時にして初て
藩はん
邸てい
の籏
き
號ごう
と部
ふ
伍□
との趣を知るを得
たり。此中
ちう
山さん
使し
聘へい
禮れい
之圖
づ
ハ右ニ類する
事ならねど、予亦
また
邊へん
土ど
の幼
ことも
稚に粗
ほゞ
都とく
會わい
の形
きやう
状じやう
をもしらしめんと、虎
とら
を画
ゑがき
狗いぬ
に類するの嘲
あさけり
をもいとわす、祖
そ
父ふ
か
情しやう
にもとつきて、かくハ筆を執
と
る
ものならし。　　　　　　　　　　　　　　　　
上月行敬記ス
とびのもの
おやしきえ
と
ありさま
